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分類 項目 ご意見
全体の方
向性

リファレンスモデ
ル

FCC(Federal Communications Commission）やG7のアナウンス、OECDの大臣会合、G20などを参考にしながら、設計側と現場側が共通言語
として使えるようなものを打ち出していくべきではないか。

計測自動制御学会で採り上げられている循環・螺旋型システムズアプローチをうまくモデル化できると非常に良いと思う。難しいと思うが。

データセットについては国際標準に合わせてつくり上げる部分と企業の創意工夫でビジネス価値を生み出す部分を定義できると良い。

データベース データベース構築について国が整備するのか、民間のデータベースを繋げていくのか、どちらか、または両方か、今後ある程度のメッセージが出せると良い。

検討につい
て

ソフトウェア リファレンスモデルの検討の中に、ソフトウェアがどういうふうにモジュールを作ってそれをインテグレートしていくか、という検討を入れるべき。またセキュリティや課金
などのコモンモジュールも検討すべきではないか。

リファレンスモデ
ル

リファレンスモデル自体の効果について、ROI（return on investment）のようなインパクトに対する経済モデルの研究も同時に進めていくべきではないか。

データベース管
理、運用、
セキュリティ

導入をする時にどういう場所でやるのか、どこを拠点にして進めるか、ということを検討に入れるべきではないか。

企業のデータを繋ぐ上ではトラストの観点、データソースの信頼性の観点での課題も実務者会合で議論していきたい。

セキュリティに関しては、機器の真正性、ソフトウェアの真正性、そこに動くデータの真正性を担保することが重要であり、現在ＳＩＰ「重要インフラ等における
サイバーセキュリティの確保」で試行している検討を展開できる。

データベース 海外でデータの持ち手と使い手を繋ぐデータエクスチェンジという基盤を試作・運用しているため、その知見を共有していきたい。

Industrie4.0の次のステップとして、今までのプル型のワンスキームで動いていたものが、エッジ側からもプルする形でシステムが変わっていくことを織り込んでい
るような気がする。ある程度将来を見据えた（分散）データベースの検討をすると良いのではないか。

進め方につ
いて

リファレンスモデ
ル

経団連やCOCNなど産業界とも幅広く議論、意見を聞きながら進めてほしい。

ユースケース Society 5.0時代の社会、暮らし、産業がその先どんなふうになっているかという将来の具体的イメージを関係者が共有してはどうか。

データベース管
理、運用、
セキュリティ

セキュリティとの関係からトラストをどうつくるべきかが重要。またトラストを打ち出すことで厳しくなりすぎないよう注意して進めてほしい。

プライバシー カメラ画像利活用においてはプライバシーと活用の両立が課題であり、その点に留意しながら検討を進めていきたい。
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システム基盤技術検討会（第６回）での主なご意見
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（参考）G7伊勢志摩サミット 成果文書より
■G7首脳宣言（抜粋）http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000160265.pdf

■サイバーに関するG7の原則と行動（抜粋）http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000160315.pdf
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（参考）FCCネット・ニュートラリティ

(1) 消費者は、自身が選択した合法的なインターネットコンテンツにアクセスする権利があります。
(2) 消費者は、法律の要件に従うことを条件として、自身が選択するアプリケーション、サービスを運営する権利があります。
(3) 消費者は、ネットワークに害をおよぼさない合法的な機器をネットワークに接続する権利があります
(4) 消費者は、ネットワーク・プロバイダー、アプリケーケーションとサービスプロバイダー間の競争に参加する権利があります。


